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が
る
。
梁
の
心
去
り
二
丁
取
り
は
避
け
た
方
が

よ
い
で
し
ょ
う
（
図-

２
）
。
側
面
の
部
分
は
無

節
で
す
。
大
き
く
曲
が
り
ま
す
が
、
適
切
な
乾

燥
を
す
れ
ば
板
で
使
え
ま
す
。

・
大
断
面
乾
燥
の
工
夫
。
蒸
気
式
乾
燥
に
負
圧（
減

圧
）
を
併
用
し
て
、
水
の
沸
点
を
下
げ
乾
燥
を

促
進
す
る
方
法
で
す
。
耐
圧
・
密
閉
構
造
を
も

つ
蒸
気
式
の
乾
燥
機
で
、
最
初
に
蒸
気
で
生
材

（
乾
燥
前
の
材
）
を
十
分
に
加
温
し
、
炉
内
温

度
を
保
ち
な
が
ら
排
気
ポ
ン
プ
で
負
圧
（
減

圧
）
に
し
ま
す
。
近
年
、
負
圧
可
能
な
乾
燥
機

が
普
及
し
は
じ
め
ま
し
た
。

・
十
分
な
重
石
を
の
せ
て
乾
燥
す
る
。
従
来
か
ら

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
メ
カ
ノ
ソ
ー
プ
テ
ィ
ブ

現
象
の
応
用
で
す
。
板
材
や
割
材
な
ら
ば
、
乾

燥
時
の
圧
締
で
曲
が
り
を
矯
正
で
き
、
か
つ
短

時
間
で
乾
燥
で
き
ま
す
。
近
年
、
大
断
面
材
向

け
の
載
荷
方
法
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
用
途
は
？
】

　

大
径
材
の
大
き
さ
を
活
か
す
と
な
る
と
横
架
材

で
す
。
横
架
材
は
外
国
産
材
の
シ
ェ
ア
が
高
く
、

国
産
材
で
ま
か
な
え
れ
ば
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
や

円
安
な
ど
の
海
外
要
因
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

無
節
や
小
節
の
板
が
得
ら
れ
る
の
は
魅
力
で

す
。
家
具
や
内
装
な
ど
に
活
用
で

き
ま
す
。
板
は
集
成
材
に
使
う
こ

と
も
可
能
で
す
。
し
か
し
、
丸
太
の

全
部
を
板
に
挽
く
の
は
、
製
材
歩

留
ま
り
が
悪
く
な
る
（
オ
ガ
コ
に
な

る
部
分
が
多
く
な
る
）
の
で
、
も
っ

た
い
な
い
気
も
し
ま
す
。
な
お
、
大

径
材
で
も
二
番
玉
、
三
番
玉
に
な
る

と
、
従
来
ど
お
り
の
製
材
が
で
き

ま
す
。

●
大
径
材
の
時
代

　

一
九
八
〇
年
代
、
昭
和
が
平
成
に
な
る
こ
ろ
、

「
間
伐
材
・
中
目
材
の
利
用
」
が
林
業
界
の
テ
ー

マ
で
し
た
。
未
成
熟
部
分
が
多
く
（
く
る
い
や
す

い
）
、
大
き
な
節
も
あ
る
の
で
、
材
質
的
な
課
題

を
解
決
し
な
が
ら
使
う
時
代
で
し
た
。
二
〇
二
三

年
の
現
在
で
は
、
「
大
径
材
の
利
用
」
が
課
題
で

す
。
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
ね
。 

【
大
径
材
（
元
玉
）
の
材
質
面
の
特
徴
】

・
生
育
時
に
、
材
を
地
面
に
引
き
寄
せ
る
よ
う
に

し
て
、
大
き
な
樹
体
を
支
え
て
い
ま
す
。
根
本

に
近
い
部
分
の
、
幹
の
周
辺
部
に
大
き
な
引
張

力
が
か
か
っ
て
い
ま
す
（
図-

１
）
。

・
一
般
的
に
は
、
元
玉
の
直
径
二
〇
㎝
ま
で
の
部
分

は
小
節
、
超
え
る
部
分
は
無
節
で
す
。
枝
打
ち

や
、
低
い
枝
が
枯
死
す
る
た
め
で
す
。

・
目
回
り
に
注
意
。
生
育
時
に
風
な
ど
の
強
い
力

を
繰
り
返
し
受
け
る
こ
と
で
、
材
の
内
側
と
外

側
で
ズ
レ
が
生
じ
て
年
輪
界
に
沿
っ
て
割
れ
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
写
真-

１
）
。

【
大
径
材
の
利
用
上
の
課
題
点
】

・
大
径
に
対
応
す
る
製
材
機
が
少
な
い
。
最
近
、

製
材
機
を
大
型
化
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。

・
挽
き
曲
が
り
が
生
じ
る
。
大
き
な
成
長
応
力

が
、
製
材
に
よ
っ
て
一
気
に
解
放
さ
れ
、
大
き
く

曲
が
り
ま
す
（
写
真-

２
）
。

・
大
断
面
の
乾
燥
は
、
時
間
が
か
か
り
、
水
分
傾

斜
（
表
面
は
乾
い
て
い
る
が
内
部
は
乾
い
て

い
な
い
状
態
）
を
少
な
く
す
る
の
が
難
し
い
。

横
架
材
（
お
う
か
ざ
い
：
梁
や
桁
）
で
使
う
場

合
、
乾
燥
が
不
十
分
な
ま
ま
、
力
が
か
か
る

と
、
水
分
の
減
少
と
と
も
に
た
わ
み
が
大
き
く

な
り
ま
す
（
メ
カ
ノ
ソ
ー
プ
テ
ィ
ブ
現
象
）
。

梁
や
桁
が
た
わ
む
と
、
二
階
の
床
に
置
い
た

ビ
ー
玉
が
勝
手
に
こ
ろ
が
る
、
一
階
の
戸
や
ふ

す
ま
の
開
け
閉
め
が
「
シ
ブ
く
な
る
」
な
ど
、

不
具
合
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
大
径
材
の
利
用
上
の
工
夫
】

・
髄
（
丸
太
の
中
心
）
で
挽
き
割
る
と
大
き
く
曲

出典：すばらしい木の世界、日本木材学会
図‒１　立木にかかる力の模式図

写真‒１ 目まわりで破断

写真‒２ 挽き曲がりの例 

図‒２ 木どりと挽き曲がり
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